
前回までのご意見への対応 
（１）核燃料サイクルコストについて 
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前回までのご指摘事項 

 フロントエンドの感度解析について 
 2倍の天然ウラン価格上昇では、燃料サイクルの価値を比較する際に

穏やかすぎるのではないか（山名委員） 

 再処理等の感度解析について 
 再処理工場の稼働状況について感度1.5倍とした根拠の図が解りにく

い（伴委員・松村委員・山地委員・山名委員） 

 直接処分の感度解析について 
 直接処分の単価を感度解析すべき（山名委員） 

 平成16年の試算と今回の試算との比較について 
 割引率0%での直接処分との比較も行うべき（山地委員） 

 プルトニウム・回収ウランクレジットを用いた解析について 
 クレジットを用いた解析を行うべき（山地委員） 

1 

クレジットを用いた解析については、資料第２号にて説明 



フロントエンドの感度解析について 

ウラン需要の将来予測について（１） 

 2030年のウラン需要は現在の需要の約2倍 

JAEA 須藤収, “ウラン資源に関する最近の動向”（2010.11） 
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フロントエンドの感度解析について 

ウラン需要の将来予測について（２） 
 ウラン価格は他の化石資源価格と連動 
 WEO予測では2030年の石油価格は現在価格の2.25倍 
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出典：財務省貿易統計 

（出典）「日本貿易統計」、「コール･ノート2003年版」 （出典）財務省「貿易統計」、石油連盟「内外資料」をもとに作成。 

    ただし2009年度の値は2008年4月から11月までの平均値。  

天然ガス 

出典：新大綱策定会議資料（第4回） 
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再処理等の感度解析について 

感度解析での1.5倍の根拠について 

 感度1.5倍の範囲で、上記ケースCを超える場合まで包含 
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割引率3%の場合  (円/kWh) 

項目 

直接処分モデル 現状モデル 

基本ケース 感度解析ケース コスト比 基本ケース 感度解析ケース コスト比 

Ｕ燃料 0.81  ← - 0.77  ← - 

MOX燃料 - - - 0.07  ← - 

再処理等 - - - 0.46  ← - 

中間貯蔵 0.09  ← - 0.05  ← - 

HLW処分 - - - 0.04  0.05  - 

直接処分 0.10～0.11 0.15～0.17 -  - - - 

計 1.00～1.02 1.05～1.07 1.05～1.05 1.39  1.41  1.01  

処分の感度解析について 

埋設処分に関する感度解析について 

 サイクル全体への影響は、HLW処分を行う現状モデルでは1%程度、直接処分では
処分法により5%程度 
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 HLW処分、直接処分について、単価を1.5倍とする感度解析を実施 



平成16年の試算と今回の試算との比較について 

過去の試算との比較（１）－割引率3%－ 
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割引率3% (円/kWh) 

項目 
再処理 
モデル 

現状モデル 直接処分モデル 

今回 
平成16年 
コスト小委 

今回 
平成16年 
技術小委 

ウラン燃料 0.73  0.77  0.59  0.81  0.64  

MOX燃料 0.15  0.07  0.07  - - 

 （フロントエンド計） 0.88  0.84  0.66  0.81  0.64  

再処理等 1.03  0.46  0.65  - - 

中間貯蔵 - 0.05  0.04  0.09  0.12  

HLW処分 0.08  0.04  0.12  - - 

直接処分 - - - 0.10～0.11 0.12～0.21 

 （バックエンド計） 1.11  0.55  0.81  0.19～0.21 0.24～0.33 

計 1.98  1.39  1.47  1.00～1.02 0.9～1.0 
注1) 各項目ごとの四捨五入の関係で合計が合わない場合がある 
注2) 平成16年の検討では、HLW処分は拠出金単価（割引率2%）を一律に適用していたが、今回は割引率ごとに試算 



平成16年の試算と今回の試算との比較について 

過去の試算との比較（２）－割引率0%－ 
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割引率0% (円/kWh) 

項目 
再処理 
モデル 

現状モデル 直接処分モデル 

今回 
平成16年 
コスト小委 

今回 
平成16年 
技術小委 

ウラン燃料 0.62  0.62  0.49  0.72 0.57  

MOX燃料 0.17  0.17  0.11  - - 

 （フロントエンド計） 0.79  0.79  0.60  0.72  0.57  

再処理等 1.10  1.10  1.05  - - 

中間貯蔵 - 0.07  0.06  0.14  0.18  

HLW処分 0.24  0.24  0.12  - - 

直接処分 - - - 0.41～0.48 0.51～0.87 

 （バックエンド計） 1.34  1.41  1.23  0.56～0.63 0.69～1.05 

計 2.14  2.21  1.83  1.28～1.35 1.26～1.62 
注1) 各項目ごとの四捨五入の関係で合計が合わない場合がある 
注2) 平成16年の検討では、HLW処分は拠出金単価（割引率2%）を一律に適用していたが、今回は割引率ごとに試算 
注3) 平成16年の検討では、割引率0%での直接処分モデルは試算しておらず、比較の観点から当時の計算方法により改めて算出 


